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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】
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Ｒ
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＞
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Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
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７
４
Ｍ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
同
じ
事
務
所
の
友
人
貴
史
が
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
事
を
知
っ
た
秀
は
、

そ
の
足
跡
を
辿
る
よ
う
に
夜
の
新
宿
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
。

貴
史
は
『
和
人
』
を
追
っ
て
い
た
と
い
う
。

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
第
三
段
『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』

の
第
７
話
で
す
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
７
＞
（
前
書
き
）

ぼ
つ
ぼ
つ
更
新
中
で
す
（
＿
￥
）
。
。
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
７
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
７
＞

　
銀
幕
を
思
わ
せ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ビ
ル
の
群
を
包
み
始
め
て
い
た
。

　
Ｇ
．
Ｗ
を
間
近
に
控
え
た
都
会
の
人
々
の
表
情
は
、
今
日
が
週
初
め
の
月
曜

日
と
は
い
え
、
い
つ
も
よ
り
明
る
く
見
え
る
。

　
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
 

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
。

　
人
の
波
は
、
新
宿
駅
を
起
点
と
し
て
放
射
線
状
に
街
中
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
新
宿
の
昼
の
住
人
が
、
夜
の
住
人
へ
と
そ
の
居
を
明
け
渡
す
頃
－
－
－

　
Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０
．

　
秀
は
、
新
宿
３
丁
目
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

　
セ
ン
ト
ラ
ル
の
横
道
を
、
新
宿
通
り
と
ク
ロ
ス
す
る
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
の
方
向
に
向

か
っ
て
行
く
。

　
新
宿
通
り
は
、
い
つ
も
通
っ
て
い
る
勝
手
知
っ
た
る
通
り
だ
が
、
点
々
と
夜

の
店
が
居
並
ぶ
こ
の
通
り
は
余
り
馴
染
み
が
な
か
っ
た
。

　
「
ハ
ー
イ
、
そ
こ
の
お
兄
さ
ん
！
遊
ば
な
い
？
」

　
韓
国
系
と
思
わ
れ
る
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
女
性
が
、
陽
に
焼
け
た
素
足
を
む
き

出
し
に
し
て
、
声
を
か
け
て
く
る
。

　
「
悪
い
ね
、
先
約
が
あ
っ
て
さ
。
ま
た
、
今
度
ね
。
」

　
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
、
愛
想
良
く
手
を
振
る
。

　
こ
れ
で
、
５
人
目
で
あ
る
。

　
「
残
念
ね
。
先
約
は
女
？
そ
れ
と
も
男
？
」

　
「
・
・
・
男
。
」

　
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
を
無
言
で
演
じ
る
女
性
。

　
こ
れ
も
、
５
人
目
で
あ
る
。

　
「
な
ん
つ
ー
反
応
を
示
す
ん
だ
が
な
、
こ
こ
の
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
は
。
」

　
さ
っ
ぱ
り
意
に
解
せ
ず
、
と
い
う
様
子
で
秀
は
頭
を
か
い
た
。

　
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
最
後
の
１
本
と
な
っ
た
セ
ブ
ン
・
ス
タ
ー
を
取
り
出
し
、
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口
に
く
わ
え
る
。

　
そ
の
指
先
に
は
、
タ
バ
コ
と
一
緒
に
１
枚
の
メ
モ
が
は
さ
ま
れ
て
い
た
。

　
”
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
”
。

　
紙
に
は
、
さ
や
か
の
字
で
そ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
貴
史
が
突
き
止
め
た
『
和
人
』
の
手
掛
か
り
を
知
る
店
で
あ
る
。

　
赤
い
火
を
鼻
先
で
灯
し
、

　
「
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
・
・
・
洒
落
た
名
前
だ
ね
ぇ
。
」

　
秀
が
そ
う
呟
い
た
時
。

　
６
人
目
の
女
性
が
、
彼
に
声
を
か
け
た
。

　
「
一
人
で
寂
し
そ
う
ね
、
お
兄
さ
ん
。
」

　
「
い
や
、
全
然
。
」

　
肩
越
し
に
、
右
後
ろ
へ
視
線
を
投
げ
か
け
秀
は
答
え
た
。

　
「
あ
ら
、
ハ
ン
サ
ム
さ
ん
じ
ゃ
な
い
。
こ
ん
な
時
間
に
、
こ
ん
な
場
所
で
一

人
で
い
る
な
ん
て
－
－
－
あ
な
た
新
宿
中
の
女
の
子
を
泣
か
す
た
め
に
来
た
の

か
し
ら
？
」

　
見
事
な
金
髪
の
ウ
ェ
ー
ブ
を
腰
元
で
揺
ら
し
、
赤
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
女
性
は

妖
艶
に
微
笑
ん
だ
。

　
白
い
素
足
が
、
目
に
焼
き
つ
く
。

　
「
ま
さ
か
。
」

　
秀
は
肩
を
す
く
め
、
「
そ
ん
な
罪
作
り
な
こ
と
女
王
様
を
前
に
し
や
し
な
い

よ
。
店
を
探
し
て
る
ん
だ
、
待
ち
合
わ
せ
の
。
」

　
「
あ
ら
ら
・
・
・
」

　
彼
女
も
、
や
は
り
残
念
そ
う
な
視
線
で
秀
を
見
つ
め
、
「
そ
の
人
、
男
？
女

？
」

　
「
一
度
、
聞
い
て
み
た
い
な
、
そ
の
『
男
？
そ
れ
と
も
女
？
』
っ
て
い
う
質

問
の
意
味
。
」

　
秀
は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
軽
く
ず
ら
し
、
「
何
か
の
暗
号
？
君
で
６
人
目
だ
よ
、

そ
の
質
問
－
－
－
そ
れ
に
答
え
る
と
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
で
も
開
か
れ
る
の
か
な

？
」

　
「
ほ
ほ
ほ
・
・
・
面
白
い
こ
と
言
う
わ
ね
、
あ
な
た
。
気
に
い
っ
ち
ゃ
っ
た
。
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」　
彼
女
は
秀
に
歩
み
寄
り
、
そ
の
細
い
指
先
で
秀
の
顎
を
軽
く
押
し
上
げ
た
。

　
「
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
っ
て
？
何
て
お
店
？
－
－
－
そ
の
約
束
の
相
手
か
ら

あ
な
た
を
奪
っ
て
み
せ
る
わ
。
」

　
「
さ
ー
て
ね
、
君
に
奪
え
る
か
な
ぁ
。
」

　
秀
は
和
人
の
姿
を
脳
裏
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
正
直
に
勝
敗
の
結
果
を
告
げ
た
。

「
君
も
十
二
分
に
綺
麗
だ
け
ど
。
」

　
「
新
宿
の
人
？
相
手
の
名
は
？
白
状
し
な
さ
い
。
」

こ
こ

　
「
Ｏ
Ｋ
－
－
－
和
人
っ
て
い
う
ん
だ
。
君
、
知
っ
て
る
か
な
。
」

　
「
！
－
－
－
」

　
一
瞬
、
彼
女
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
両
眼
が
そ
の
名
前
に
反
応
し
た
事
を
秀
は
見
逃

さ
な
か
っ
た
。

　
「
・
・
・
ど
う
や
ら
、
知
っ
て
そ
う
だ
ね
。
レ
デ
ィ
。
」

　
「
・
・
・
知
っ
て
る
も
何
も
－
－
－
」

　
彼
女
の
瞳
は
、
驚
き
か
ら
挑
戦
的
な
輝
き
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
「
彼
は
、

こ
の
新
宿
の
『
帝
王
』
よ
－
－
－
そ
し
て
、
私
た
ち
の
・
・
・
」

ま
ち

　
「
？
・
・
・
私
た
ち
の
・
・
・
何
？
」

　
「
・
・
・
」

　
彼
女
は
、
無
表
情
に
瞳
だ
け
で
微
笑
ん
だ
。

　
「
あ
な
た
、
彼
の
知
り
合
い
な
の
。
」

　
「
え
・
・
・
。
ま
ぁ
、
そ
ん
な
感
じ
。
」

　
心
の
中
と
は
、
正
反
対
の
台
詞
を
秀
は
口
に
し
た
。

　
そ
ん
な
秀
の
様
子
に
、
女
性
は
、

　
「
彼
、
”
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
”
に
は
い
な
い
わ
。
私
が
彼
の
所
に
連
れ
て
い
っ
て

あ
げ
る
。
」

　
大
京
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
・
・
・
と
、
喉
元
ま
で
出
か
か
っ
た
が
、
秀
は
、

　
「
そ
り
ゃ
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
。
」

　
と
、
素
直
に
彼
女
の
”
行
為
”
に
甘
え
た
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
７
＞
（
後
書
き
）

何
故
か
敵
役
は
女
性
が
多
い
、
海
斗
の
小
説
で
す
（
い
え
、
偶
然
で
す
（
＝
＝
）

）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
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